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Cell-PMCA法を用いたヒトプリオンの増幅	


解　説	

	


1.  多くの変異導入は増幅効率を低下させる傾向があったが、変異型CJDプリオ

ンの検出感度向上に貢献する可能性のある変異として219Ｑが見つかった。 	


2.  硬膜移植後CJDプラーク型は129Ｍの基質では増幅効率が悪いが、219をEか

らQに変えた場合に増幅効率が向上することが分かった。	
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2.材料と方法	


CJDプリオンをより効率よくPMCA法により増幅させるた
め、ハムスターPrP型の変異を入れたヒトPrPcを大量発
現させた細胞ライセートを用いてマルチラウンドPMCA
を行った。 

1.目的	


129M：13種類
(S143N,Y145W,H155N,M166V,E168Q,S170N,
231R,I215V,E219Q,Q227E,R228G,G229R,M232R)	
  
129V：16種類	
  
(Y145W,H155N,M166V,E168Q,I215V,E219Q,R220K,
231R,S97N,S143N,Q227E,R228G,G229R,231A,M232R,
234L)	


増幅効率の向上��＞�＞�
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通常dCJD-PLは基質遺伝子型が129Vの
時高感度検出が可能であるが、219Qに変

えると129Ｍの基質でも増幅効率が向上
する 

3.結果�

現時点では
vCJDプリオン

の検出限界は
感染脳10-11希

釈である。

219Qの場合顕
著に増幅効率

が上がる 


